
ー自動グリコヘモグロビン分析計HLC－723G9を開

発・商品化した。本報告では、このG9の主な仕様及

び基本性能を報告する。

2．装置の外観、仕様

装置の外観を図１に、主な仕様を表１に示した。

近年では医療用具の取扱易さと誤使用の防止が重視

されるようになり、G9では画面をカラー化すること

で各溶履送の な の模崩ん醐働主り す鉰に

ー表示のカラー化では、より注意を促す配色とした。

また外部記憶用メディアとしてUSBメモリを接続可

能とした。
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1．はじめに

東ソー自動グリコヘモグロビン分析計HLC－723シ

リーズは、イオン交換HPLC法を原理とし、糖尿病の

臨床検査項目であるHbAc －

台 数 ズ あ 内 約 7 0 0 0 台 し 海 た 約 （ 憤 特 に 1 9 9 5 年 に 上 市 し た G H b V 以 降 は 非 多 孔 性 陽 イ オ

）をより再

現良く、高速で測定することが可能となっている。現

在販売している装置は7世代目のG8であり、1検体当

たり1.0分の高速測定、初検体の結果出力2.0分の迅速

性が特長である。

一方、糖尿病患者は増加の一途を辿っており、2008

年には慢性疾患への早期診断・早期介入の観点から、

特定健診・特定保健指導（通称「メタボ健診」）が始

まり、血糖検査項目として血糖値とHbA1cが採用され

た。また2010年7月1日より施行された新しい糖尿病の

診断基準にもHbA1cが血糖値と並ぶ検査項目に取り入

れられ、HbA1c

図１　装置外観







（2）アルデヒド化ヘモグロビンの影響




